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やすくなると考えている。こうした意味属性を利用した喚語訓練は Semantic Feature Analysis
（SFA）と呼ばれているが（すでに著者は試みている）、今回の研究は、特に復唱が良好で音韻性
錯語の出現がそれほど多くない場合に、SFAの有効性を示す基礎知見の一つとなりうると著者は論
文を締めくくっている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 我が国では、失語症のある人の呼称過程に関して、ラージ・サンプルによる研究はほとんど行われて
いない。その意味で、40名（分析対象）もの多くの失語症のある人を対象とし、多変量解析による分析
を行った本研究は貴重なものといえる。著者は従来の呼称課題の問題点を精査したうえで、我が国の文
化や臨床現場での有用性を考慮し、色彩画による新たな呼称課題を作成しているが、この点も独創的な
点といえる。さらに作成した課題を用いて、健常者、失語症のある人の呼称成績に関連する心理言語学
的要因を明らかにしている。結果でまず特筆すべき点は、既存の指標（名称一致度）から事物誤認と思
われる反応を排除し、本来的な指標を用いたことで、呼称成績により多くの心理言語学的要因が関与し
ていることを明らかにできた点である。また、失語症のある人の呼称の誤反応の分析から、語性錯誤や
音韻性錯誤に関連する心理言語学的要因の違いを明らかにしている。この結果に関する考察では、残存
する機能の違い、すなわち賦活するノード（音韻ノード、語彙ノード）の違いによって誤り方が異なる
ことを推察しており、今回の知見からリハビリテーションに言及している点も興味深い。 
令和元年 6月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
